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ボッチャを通して感じよう！インクルーシブな社会を！ 

ボッチャ選手・小林俊介さんによる福祉講話 

 

重度な障害のある人のために考案されたスポーツ「ボッチャ」。その選手たちは普

段どのような生活をしているのだろうか。ボッチャ競技の障害が最も重いカテゴリー

ＢＣ３で日本選手権に出場する小林
こばやし

俊介
しゅんすけ

さんが、障害者の日常を子どもたちにわかり

やすく語ります。障害のある選手同士のボッチャ対決・福祉講話・子どもたちとのボ

ッチャ真剣勝負という３部構成！パラスポーツのよさを味わうことまちがいなしです。 

■日時  

令和４年（２０２２年）１０月２１日（金） 午前１１時３０分～午後３時３０分 

■場所  

東海市立緑陽小学校 体育館（名和町石谷８０） 

■参加者  

緑陽小学校４年生・５年生児童 およそ１７０名 

■内 容  

 11:40～ ＢＣ３小林俊介さん（山梨県・30 歳）対黒木
く ろ き

幸雄
さ ち お

さん（一宮市・日本福

祉大学・18歳）の真剣勝負 

ともに来年１月の日本選手権に出場する選手！子どもたちの盛り上がり

も必至。 

 13:50～ 小林俊介さんによる福祉講話。障害者の普段の生活について 

「障害のある人は、自分では何もできないのでは？」という子どもたち

の疑問に答えます。 

 14:45～ 小林俊介さん対４年生・５年生・先生 

それぞれの選抜チームと真剣ボッチャ対決。 

■写真等   

Tokai City 

ひと 夢 つなぐ 安心未来都市 

東海市 

子どもたちも練習して 

上達しています！！ 


